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慶應義塾経済学会会則

本会は慶應義塾経済学会(The Keio Econo
mic S o c ie ty )と称する。

本会は経済学の研究及びその奨励，並びに会 

員相互の親睦を図ることを目的とする。

本会は前条の目的を達成するため次の事業を 

行なう。

1 研究会の開催

2 機関誌「三田学会雑誌j 及びその他研究 

成 果 の 刊 行 • /
3 講演会，資料展寬会の開催 

4 他の学会及び諸団体との連絡 

5 その他本会の目的を達成するため適当と 

認める事業

本会は慶應義塾大学経済学部及び商学部所属 

専任者のうち経済学を専攻する者を以て組織 

する。

本会に左の役員を置く。

1 会長 1 名

2 顧問 若干名

3 委員 若干名

4 監 事 ■2 名

会-長は慶應義塾大学経済学部長とする。顧問

は会長が依嘱する。委員及び監事は総会に於

て会員の互選によって定める。 .
会長は本会を代表し会務を尊理する。顧問は 

会長の諮問に応ずる。委員は委員会を組織し 

会務を執行する。監歌は会計を監夜する。 

委員及び監事の任期は2 年とする。怛し再選 

を妨げない。

会長は年一回総会を招集する。但し必要に応 

じ臨時総会を招集することもできる。

会員は機関誌「三田学会雑誌」及び其の他本 

会刊行物の配布を受けることができる。

本会の経费は賛助金，補助金及び與の他の収 

入を以て之に充てる。

本会の会訂年度は海年4 月 1 日より翌年3 月 

31日迄とする。

本会会則の変页は総会の決議による。

本会の事務所は鹿應義塾搔済学部研究室Wに 

匿く。

経済学会委員（昭和45. 4 改選〉 

会 長  

委 員 長  

副委員長 

委 員

監 事

中鉢正美

遊部久蔵

福岡正夫 安川 正彬

小尾恵一郎 常盤 政治 井村喜代子

寺 尾 誠 白井 厚 深海博明

鳥居泰彦 植草 益 飯野靖四

中沢敏明

千種義人 伊東岱吉

経済学会報告（昭和4 4年度)
昭和 4 4 年

5 月22日 〔帰朝報告〕 低開発国問題解明の新方 

向の模索一援助と貿易に関する国際会 

議報告 深 海 博 明

5 月29日 〔小泉基金による研究集会〕

スウ.エーデンの工業発展一その理論的 

分析一 ラダナー .ヴエンツ i ル
(ウプサラ大学教授〉

6 月12日動学的均衡  市 石 達 郎

6 月24日 〔小泉菡金による研究集会〕

米合衆国に於ける投資行動

D. W .ジョルゲンソン
( カリフォルニァ . ハーバード大学教授）

6 月26日回掃分析の方法  佐 藤 保

6 月30日 〔小衆基金による研究集会〕

■ 現代貨齡理論の課題一貨幣数量説，シ 

力ゴ学派及びフリ一ドマン一

D . パテインキン
(イスラユル大学教授〉

10月 2 日農村物価指数の測定について

鳥 居 泰 彦  

10月23日徳川時代に於ける農家世帯規模の変化

について 速 水 融

10月30日 立 ;lk行動に関する行動科学的ァブロー

チ 高橋渦ニ郎

11月13日 ピエロ •スラファの生産?4 論について

福岡正夫.神谷伝造 

11月27日戦前に於ける日本の中小工業問題の他

格 ’ 尾城太郎丸

12月11日ケネディラウンド後の諸問題

佐々波楊子

昭和 4 5 年

1 月22日 社 会 政 策 論 の 西 構 成 の 問 題 飯 田 服
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The Problem on the Reconstitution of Social-policy Theory

by Kanae Tida

In post-war Japan, it is well known that the study of social-policy as an approach to the 
labour problem has been very severely criticized by the researchers on the stand-point of the 
labour economics, and an active controversy is now going on. This background lies i nt he  
change of the economic conditions of post-war Japan, that is, the serious want of labour force 

.necessitated by the higher economic growth policy after I960, pacing through the transition- 
ary stage from 1956 to 1960. The crux of the labour problem was converged towards the 
labour force problem and as the result, the approach of the labour economics became the do
minant tendency, taking place of the theoiy of social policy as the conciliation policy between 
capital and labour. The social policy as the labour force problem now reappeared under the 
disguise of the preservation and maintenance of labour force and its distribution which has been 
the very important problem during the inter-war period. This problem of labour force is 
making its appearance as the most imminent as the problem of social policy under the state- 
monopoly capitalism.

From the recognition stated above, the writer tries to mention about relation of the present, 
social policy problem and the inter-war labour force and suggest what is the fundamental pro
blem of social policy at present. This essay consists of following.

1 ) The significance of the controversy about the essence of social policy in the post-war 
Japan—the effects of labour force maintenance policy (The scrutiny of theory of ex Prof. Oli- 
kochi).

2) The labour force policy during the war-period— —the problem of maintenance and distri
bution of labour force (The criticism of the th e o ry  of Late Prof. HattoriX

3) Conclusion—a prospect.


